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◇
 
実

施
日

；
平

成
２

６
年

３
月

１
６

日
( 日

)  
快

晴
 
、

気
温

０
℃

。
 

◇
 
参

加
者

；
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
吉

信
、

児
嶋

児
嶋

児
嶋

児
嶋

道
夫

、
生

熊
敏

男
、

畑
林

秀
味

、
 

 
 

 
 

大
江

加
予

子
、

湯
川

湯
川

湯
川

湯
川

一
郎

、
川

島
 

功
 

 
計

７
名

 

◇
 
作

業
内

容
；
か

ま
ど

据
付

、
水

場
径

巡
視

、
棚

完
成

後
の

物
品

整
理

、
 

 
 

 
 

 
ソ

ー
ラ

ー
発

電
修

復
、

玄
関

前
水

槽
設

置
、

薪
作

り
 

 

先
週

８
日

に
予

定
し

た
作

業
は

、
真

冬
並

み
寒

波
の

南
下

も
あ

り
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
ち

は
無

理
と

延
期

し
た

が
、

玉
岡

さ
ん

の
呼

掛
け

で
７

日
に

か

ま
ど

据
付

基
礎

造
り

が
実

施
さ

れ
た

の
で

、
本

日
で

か
ま

ど
据

付
完

了
の

段

取
り

に
な

っ
た

。
 

今
日

は
春

霞
が

か
か

り
暖

か
い

、
ダ

ム
湖

沿
い

の
桜

は
、

少
し

ほ
こ

ろ
び

始
め

た
様

で
、

幾
分

赤
み

が
増

し
た

様
に

思
え

る
。

 

 
浦

向
よ

り
国

道
４

２
５

号
へ

。
ゲ

ー
ト

横
に

「
崩

土
・

通
行

止
め

」
の

標

識
が

点
滅

し
て

い
る

。
ゲ

ー
ト

が
開

い
て

い
る

の
で

、
何

処
だ

ろ
う

、
行

け

る
の

か
な

ー
と

走
行

す
る

。
谷

か
ら

離
れ

た
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

を
過

ぎ
た

上

部
に

、
崩

土
で

修
復

し
た

跡
が

あ
る

。
カ

ナ
ウ

ナ
ギ

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
た

上

部
は

、
工

事
中

の
た

め
片

側
通

行
の

標
識

が
あ

っ
た

が
、

日
曜

日
な

の
で

工

事
は

し
て

い
な

い
の

で
通

行
で

き
、

略
予

定
時

間
で

登
山

口
に

着
く

。
 

湯
川

一
郎

君
は

、
お

父
さ

ん
の

療
養

と
母

親
に

よ
る

介
護

状
況

把
握

に
帰

省
さ

れ
、

忙
し

い
の

に
既

に
待

機
し

て
お

ら
れ

、
参

加
し

て
頂

き
嬉

し
く

頼

も
し

い
限

り
で

あ
る

。
 

２
日

前
か

ら
左
足
踵

上
の
盛

り
上

が
っ

た
皮
膚

( タ
コ

) が
痛

い
と

、
沖
﨑

さ
ん

に
伝

え
て

い
た

事
も

あ
り

、
共
同
装
備

は
川

島
以
外

で
持
つ

と
・

・
・

久
し
ぶ

り
に
個
人
装
備

だ
け

で
登

る
。

 

補
給
路

の
所
々

の
日
陰

に
は

、
ま

だ
寒

く
霜
柱

が
立

っ
て

い
る

、
小
屋
迄

は
、
風

も
無

く
暖

か
か

っ
た

が
、
佐
田
ノ
辻

に
登

る
と
風

が
あ

り
寒

い
、
小

屋
前

の
気

温
は

０
℃

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

登
山

口
に

て
 

 
 

 
 

 
 

 
第

２
ベ

ン
チ

で
小

休
止
 

台
所

の
バ
ケ
ツ

の
水

は
、
厚

い
氷

に
な

っ
て

い
る

。
ブ
ロ
ッ

ク
と

段
ボ

ー

ル
紙

で
養

生
さ

れ
て

い
た

が
、

基
礎

は
大
丈

夫
だ

ろ
う

か
と

、
そ

っ
と
型
枠

を
外

す
。

ま
だ

完
全

に
乾
燥

し
て

い
な

い
が
問
題

な
さ
そ

う
で
安
堵

す
る

。
 

根
木

さ
ん

に
調
達

し
て

頂
い

た
耐
火
ボ

ー
ド

は
、

か
ま

ど
下

に
敷

く
た

め

長
尺

物
を
敷

く
と
流

し
台

と
框

の
間

に
ぴ

っ
た

り
収

ま
る

。
据

付
作

業
は

、

生
熊

、
湯

川
、

畑
林

さ
ん

に
。

先
般

の
棚

完
成

後
整

理
し

た
際

に
処

置
判
断

要
の

物
が

置
か

れ
て

お
り

大
江

さ
ん

に
、
ロ
ケ
ッ

ト
・
ス

ト
ー

ブ
耐
火
レ

ン

ガ
積

み
直

し
と

ソ
ー

ラ
ー

発
電

・
電
流

計
の
接
続

修
復

は
、
児

島
さ

ん
に

お

願
い

す
る

。
沖
﨑

、
川

島
は

、
水

場
径

の
点
検

巡
視

へ
。

先
般

の
積
雪

の
重

み
に

よ
る
倒
木

も
予
想

さ
れ

、
チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

を
持

っ
て

下
る

。
杉

林
下

と

水
場

前
の

谷
を
渡

る
橋

の
上

に
ア
セ
ビ

の
大
枝

が
倒

れ
こ

み
、
チ
ェ

ー
ン

ソ



ー
で

２
本
切
断

し
た
以
外

は
特

に
支
障

な
し

。
 

水
場

は
、
雪
解

け
と

先
日

の
大
雨

で
音

を
立

て
て
流

れ
て

い
る

。
 

水
( ７
Ｌ

) は
、

１
８

日
に

電
源

開
発
㈱
橋

本
送

電
所

さ
ん

が
、

定
期
的

に

無
償
提
供

し
て

下
さ

っ
て

い
る
飲
料

水
・
非
常
食
缶
パ

ン
、
木
炭

・
カ
セ
ッ

ト
ボ

ン
ベ

を
、

行
仙
宿
迄
運

び
上
げ

て
下

さ
る

と
の
連
絡

が
あ

り
、

今
回
ご

一
緒
出
来

な
い

事
か

ら
、
せ

め
て

コ
ー
ヒ

ー
等

を
飲

ん
で

頂
く
折

に
使

っ
て

頂
く
為

に
、
沖
崎

さ
ん

に
運

び
上
げ

て
も

ら
う

。
玄

関
前

に
水

槽
を

据
え

る
。

 

 
 

 

完
成

棚
と

棚
の

整
理

物
品

 
水

場
前

の
橋

上
の

倒
木

枝
 

大
江

さ
ん

か
ま

ど
火

入
れ
 

か
ま

ど
煙
突

径
は
細

く
長

さ
約

３
０
㎝
煙
突

に
、

既
存

の
径

が
太

い
煙
突

を
被
せ

る
。
寄
贈

し
て

頂
い

た
大

江
さ

ん
に
火
入

れ
を

し
て

頂
き

、
重
ね
合

わ
せ

た
煙
突

か
ら

の
煙
漏

れ
を

点
検

し
た

が
、
問
題

な
く
排
煙

さ
れ

、
燃

え

具
合

も
良

い
。

し
か

し
、

か
ま

ど
と
煙
突
隙

間
か

ら
空

気
を
吸

い
込
む

事
か

ら
、

か
ま

ど
内

の
煙
吸
引

が
弱

く
な

る
と
推
測

さ
れ

る
。

 

１
１

時
半

過
ぎ

に
昼
食

。
食

後
、
児
嶋

さ
ん

の
コ

ー
ヒ

ー
と

大
江

さ
ん
差

入
れ

の
「
鈴
焼

き
」

で
談
笑

す
る

。
 

昼
食

後
、

生
熊

さ
ん
煙
突
隙

間
に

ア
ル
ミ
箔
充
填

、
水

槽
と

ブ
ロ
ッ

ク
の

針
金
結
束

を
し

て
下

さ
る

。
沖
崎

、
児
嶋

、
湯

川
さ

ん
は

、
薪

作
り

、
川

島

は
、

水
場

上
の

棚
設

置
検
討

と
資
材
倉
庫

内
の

整
理

。
畑

林
、

大
江

さ
ん

は

廃
棄
等
判
断
要

の
物

品
整

理
と
小
屋

内
清
掃

を
し

て
下

さ
る

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
奥

さ
ん

の
実
家
小
森
集
落

で
要

修
理
単
車

を
積

ん
で

帰
る

用
事

も
あ

り
、

予
定

し
た
仕

事
を
終

え
１

４
時

１
５

分
に

下
山

。
 

本
日

、
白

谷
ト

ン
ネ

ル
冬
季

通
行

止
め
解
除

の
日

で
あ

り
、
沖
崎

さ
ん

に

確
認

し
て

頂
い

た
ら

通
行
可
能

と
の

事
。
沖
崎

・
湯

川
車

は
不
動

ト
ン

ネ
ル

→
西

山
経
由

、
児
嶋
車

( 川
島

) は
、
不
動

ト
ン

ネ
ル
→
小
森
→
西

山
経
由

で

帰
宅

の
た

め
、

浦
向

で
流

れ
解
散

と
す

る
。
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湯
川

；
ビ

ー
ル

１
箱

。
畑

林
；
食
器
類
（

２
升
酒
箱

分
）
。
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( 今
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１
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計

３
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